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メ
リ
カ
①

職
業
訓
練
の
取
り
組
み
―
政

府
、
企
業
、
労
働
組
合
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

一
〇
月
四
日
、
大
統
領
経
済
回
復

顧
問
委
員
会
（T

he P
resident

’s 
E
conom

ic recovery A
dvisory 

B
oard :P

E
R
A
B

）
と
労
働
省
は
そ

れ
ぞ
れ
職
業
訓
練
に
関
す
る
施
策
を

公
表
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
活

用
し
た
職
業
訓
練
に
関
す
る
労
使

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｂ
は
、
政
府
、
企
業
、

労
働
組
合
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
今
回
は
、
こ
こ
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
も
加
わ
っ
て
協
議

さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ガ
ス
・
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
、
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、ギ
ャ
ッ

プ
の
五
つ
の
企
業
が
協
力
を
表
明
し

て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
民
間
企
業
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
活
用
し

て
労
働
者
の
職
業
訓
練
を
行
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
は
、
店
長
レ
ベ
ル
に
対
し
て

現
在
行
っ
て
い
る
語
学
、
理
解
力
に

関
す
る
研
修
を
拡
大
す
る
計
画
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
実
施

機
関
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

と
な
る
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
と
っ
て

有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
目

的
だ
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｂ
は
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
労
働
市
場

で
広
く
通
用
す
る
技
能
を
身

に
つ
け
る
機
会
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
は
こ
の
よ

う
な
施
策
に
つ
い
て
、
長
期

的
な
経
済
成
長
に
お
け
る
教

育
投
資
の
重
要
性
を
強
調
し

て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
若

年
者
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練

　

労
働
省
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
基
盤
と
し
た
職
業
訓
練
に

つ
い
て
、
二
〇
一
〇
年
、
一
一
年
度

の
予
算
額
を
公
表
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
若
年
者
の
職

業
訓
練
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
委
託
し

て
行
う
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る

若
年
者
は
一
六
歳
か
ら
二
四
歳
。
教

育
や
職
業
能
力
に
劣
っ
て
い
る
こ
と

や
、
居
住
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
環

境
の
影
響
な
ど
に
よ
り
低
い
所
得
に

留
ま
る
若
年
者
の
生
活
水
準
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

居
住
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
必
要
と

さ
れ
る
家
屋
の
建
築
に
実
際
に
従
事

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
建
築
作
業
に

関
す
る
技
能
を
学
ぶ
こ
と
が
柱
と

な
っ
て
い
る
。
高
校
卒
業
も
し
く
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業

資
格
の
取
得
の
た
め
の
教
育
を
受
け

る
機
会
も
提
供
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同

時
に
、
受
講
者
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

全
体
の
生
活
水
準
を
上
げ
る
た
め
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
も

行
わ
れ
る
。

　

予
算
額
は
全
体
で
一
億
三
〇
〇
〇

万
ド
ル
。
こ
の
予
算
は
手
を
挙
げ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
作
成
し
た
計
画
に

基
づ
き
、
分
配
は
競
争
的
に
行
わ
れ

て
い
る
。
参
加
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
一
二
八
。
約
八
五
〇
〇
人
の
受
講

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
受
講
者
一
人

当
た
り
の
予
算
額
が
一
万
五
〇
〇
〇

ド
ル
か
ら
一
万
八
〇
〇
〇
ド
ル
計
上

さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
は
三

年
間
に
七
〇
万
ド
ル
か
ら
一
一
〇
万

ド
ル
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
。

電
気
事
業
労
働
者
の
職
業
訓
練
・

資
格
制
度
創
設
に
お
け
る
労
使
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

政
府
主
導
の
職
業
訓
練
に
加
え
、

産
業
別
労
働
組
合
と
事
業
主
団
体
が

協
力
し
て
行
う
職
業
訓
練
・
資
格
制

度
の
試
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

電
気
事
業
に
従
事
す
る
労
働
者
を

組
織
す
る
全
米
友
愛
電
気
労
組
（
Ｉ

Ｂ
Ｅ
Ｗ
）
は
、
こ
れ
ま
で
熟
練
工
と

見
習
工
と
い
う
二
つ
の
大
く
く
り
の

資
格
で
労
働
条
件
を
使
用
者
と
交
渉

し
て
き
た
。

　

一
方
、
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
て

い
な
い
企
業
は
こ
の
資
格
要
件
に
縛

ら
れ
ず
に
人
件
費
を
柔
軟
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

労
働
者
に
と
っ
て
は
、
見
習
工
や
熟

練
工
と
い
う
資
格
は
能
力
要
件
や
求

め
ら
れ
る
訓
練
期
間
が
長
く
、
労
働

組
合
に
組
織
さ
れ
て
い
る
企
業
で
働

く
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
、
労
働
組
合
に

組
織
さ
れ
て
い
な
い
企
業
の
市
場

シ
ェ
ア
が
伸
び
て
い
る
。
労
働
者
も

資
格
要
件
や
能
力
要
件
の
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
企
業
を
選
択
す
る
傾
向
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ

ら
が
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
て
い
る

企
業
の
労
使
双
方
の
脅
威
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｗ
は
従
来
の

見
習
工
の
職
務
資
格
を
六
つ
に
分
割

す
る
施
策
を
発
案
し
た
。
〇
五
年
か

ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
フ
ロ

リ
ダ
で
開
始
し
、
〇
六
年
か
ら
は
全

国
展
開
を
始
め
た
。
一
元
的
に
決
め

ら
れ
て
い
た
見
習
工
の
賃
金
は
職
階

に
合
わ
せ
て
段
階
的
な
も
の
へ
と
変

更
さ
れ
る
。
熟
練
工
の
賃
金
を
一
〇

〇
と
し
た
場
合
、
新
し
い
職
階
は
熟

練
工
の
四
〇
％
か
ら
八
〇
％
の
賃
金

レ
ン
ジ
に
な
っ
た
。

　

資
格
要
件
に
見
合
う
技
能
習
得
の

た
め
の
研
修
は
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｗ
が
主
体
と

な
っ
て
行
い
、
事
業
主
団
体
、
全
国

電
気
請
負
事
業
者
協
会
（T

he 
N
ational E

lectrical C
ontractors 

A
ssociation

）
が
協
力
す
る
。
使

用
者
側
に
と
っ
て
は
、
新
規
採
用
者

の
技
能
水
準
が
保
証
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
継
続
的
な
技
能
教
育
が
行
わ

れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
試
み
に
も
課
題
が

あ
る
。
新
規
採
用
者
は
別
と
し
て
、

従
来
の
仕
組
み
に
慣
れ
て
い
る
労
働

組
合
員
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
熟
練
工
、

見
習
工
に
分
類
さ
れ
る
組
合
員
は
三

三
万
五
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
一
方
、

新
し
い
制
度
に
い
る
労
働
組
合
員
は

一
〇
〇
〇
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

職
階
が
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
全
体
の
賃
金
水
準
が
低
下
す
る
と

の
批
判
が
そ
の
背
景
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

教
育
訓
練
と
失
業

　

米
国
労
働
統
計
局
が
一
〇
月
八
日

に
公
表
し
た
八
月
の
雇
用
統
計
に
よ

海
外
労
働
事
情
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れ
ば
、
失
業
率
は
前
月
か
ら
変
わ
ら

ず
九
・
六
％
だ
っ
た
。
就
業
者
数
は

民
間
部
門
が
六
万
四
〇
〇
〇
人
増
、

公
共
部
門
が
一
五
万
九
〇
〇
〇
人
減

と
な
っ
た
。
公
共
部
門
で
就
業
者
数

が
減
少
し
た
原
因
は
、
前
月
に
引
き

続
い
て
国
勢
調
査
の
終
了
で
あ
る
。

　

労
働
統
計
局
は
一
〇
月
一
二
日
に

失
業
率
に
関
連
し
た
分
析
結
果
を
公

表
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
景
気
後

退
に
よ
り
建
設
業
や
製
造
業
と
い
っ

た
男
性
が
多
く
従
事
す
る
産
業
が
大

き
く
雇
用
を
減
ら
し
た
一
方
、
女
性

が
多
く
従
事
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

で
は
む
し
ろ
雇
用
が
増
加
し
て
い
る
。

　

一
八
歳
以
下
の
子
供
を
持
つ
家
庭

を
み
れ
ば
、
夫
が
失
業
し
て
い
る
割

合
は
〇
八
年
の
一
・
八
％
か
ら
〇
九

年
の
三
・
四
％
へ
と
倍
増
し
て
い
る
。

統
計
局
の
分
析
で
は
、
産
業
特
性
だ

け
で
な
く
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
方

が
教
育
を
受
け
る
意
欲
や
卒
業
資
格

を
得
る
意
欲
が
高
い
た
め
、
男
性
よ

り
も
就
職
す
る
能
力
が
高
い
と
し
て

い
る
。

参
考

W
hite H

ouse A
nnounces P

artnership 
P
rogram

 T
o L
ink E

m
ployers W

ith 
C
om
m
unity C

ollege, D
aily L

abor 
R
eport, O

ctt.4, 2010
M
o
r
e
 W
iv
e
s B

e
c
a
m
e
 fa
m
ily 

B
readw

inners A
s M
en L

ost Jobs in 
R
ecession, C

ensus S
ays, D

aily 
L
abor R

eport, O
ct.21, 2010

D
O
L
 to A

w
ard $130 M

illion for Job 
T
raining In Y

outhB
uild G

rants to 
T
each C

onstruction, D
aily L

abor 
R
eport, O

ct.4, 2010
IB
E
W
 R
equiring L

ocals to Im
plem

ent 

N
ew
 C
lassifications to B

oost 
M
arket S

hare, D
aily L

abor R
eport, 

O
ct.6, 2010

米
国
労
働
統
計
局
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
（http://

w
w
w
.bls.gov/new

s.release/em
psit.

nr0.htm

）（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
八
日
閲

覧
）

ア
メ
リ
カ
②

組
合
結
成
に
関
す
る
規
則
変

更
後
の
最
初
の
選
挙
で
組
合

側
が
勝
利

　

一
〇
月
一
二
日
、
ト
ラ
ッ
ク
労
働

者
を
中
心
に
組
織
す
る
産
業
別
労
働

組
合
チ
ー
ム
ス
タ
ー
は
、
ア
ト
ラ
ン

タ
に
位
置
す
る
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
・
エ
ア
ラ
イ

ン
に
雇
用
さ
れ
る
六
〇
〇
人
の
メ
カ

ニ
ッ
ク
を
組
織
化
す
る
選
挙
が
賛
成

二
、
反
対
一
の
割
合
で
勝
利
し
た
と

発
表
し
た
。

　

こ
の
選
挙
は
組
合
結
成
に
関
す
る

規
則
変
更
後
、
最
初
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
規
則
変
更
は
、
こ
れ
ま

で
反
対
票
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き

た
棄
権
票
を
投
票
総
数
か
ら
除
き
、

実
際
に
投
票
し
た
数
だ
け
で
判
定
す

る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

組
合
が
承
認
さ
れ
る
た
め
の
こ
れ

ま
で
の
手
続
き
は
、
従
業
員
の
三
分

の
二
が
組
合
結
成
を
承
諾
す
る
カ
ー

ド
に
署
名
し
て
提
出
し
た
上
で
、
全

従
業
員
の
過
半
数
が
賛
成
に
投
票
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
組
合
結
成
に
反

対
す
る
企
業
は
、
カ
ー
ド
提
出
か
ら

選
挙
ま
で
の
期
間
を
引
き
延
ば
す
と

い
う
妨
害
工
作
を
行
っ
て
い
る
と
労

働
組
合
側
は
指
摘
し
て
い
た
。
選
挙

ま
で
の
期
間
に
従
業
員
に
働
き
か
け

て
意
思
を
変
え
さ
せ
て
い
る
こ
と
が

そ
の
中
身
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
仕

組
み
で
は
、
従
業
員
に
反
対
票
を
投

じ
さ
せ
な
く
と
も
、
投
票
を
棄
権
さ

せ
る
だ
け
で
反
対
票
と
同
様
の
効
果

を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

規
則
変
更
後
の
最
初
の
選
挙
で
は
、

組
合
結
成
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
容
易

に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
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ド
イ
ツ

移
民
の
社
会
統
合
―
多
文
化

主
義
か
ら
の
転
換

　

ド
イ
ツ
政
府
は
一
〇
月
一
八
日
、

新
た
な
移
民
の
社
会
的
統
合
案
を
策

定
す
る
と
発
表
し
た
。
ザ
イ
バ
ー
ト

政
府
報
道
官
に
よ
る
と
新
た
な
案
は
、

移
民
の
ド
イ
ツ
語
修
得
の
強
化
や
、

「
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
強
制
結
婚
」
な

ど
ド
イ
ツ
基
本
法
に
反
す
る
習
慣
の

規
制
、
外
国
教
育
機
関
の
資
格
認
定

の
簡
略
化
な
ど
を
盛
り
込
む
予
定
で
、

一
二
月
中
の
成
立
を
め
ざ
す
。

首
相
発
言
「
多
文
化
主
義
は
完
全

に
失
敗
し
た
」

　

シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
・
ザ
イ
バ
ー
ト

（S
teff en S

eibert

）
報
道
官
は
一

八
日
、
新
し
い
移
民
の
社
会
的
統
合

案
に
つ
い
て
「
ド
イ
ツ
の
『
多
文
化

主
義
』
と
は
こ
れ
ま
で
、
移
民
を
無

理
に
統
合
さ
せ
よ
う
と
せ
ず
彼
ら
の

自
主
性
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
、
今
後
は
ド
イ
ツ
社
会

全
体
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
は
外
国
に

ル
ー
ツ
を
も
つ
人
々
と
そ
の
社
会
的

統
合
を
歓
迎
す
る
。
し
か
し
ド
イ
ツ

社
会
へ
の
統
合
を
拒
む
外
国
人
に
対

し
て
は
、
政
府
は
明
確
に
受
け
入
れ

を
拒
否
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

ザ
イ
バ
ー
ト
報
道
官
の
発
言
は
、

そ
の
二
日
前
に
内
外
で
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル

（A
ngela M

erkel

）
首
相
の
言
葉

を
反
映
し
て
い
る
。
首
相
は
一
六
日
、

与
党
Ｃ
Ｄ
Ｕ
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同

盟)

の
会
議
で
「
ド
イ
ツ
は

移
民
を
歓
迎
す
る
」
と
前
置

き
し
な
が
ら
も
、
ド
イ
ツ
の

多
文
化
主
義
を
「
完
全
な
失

敗
」
と
言
い
切
っ
た
。
そ
の

上
で
「
ド
イ
ツ
の
四
○
年
に

わ
た
る
移
民
の
社
会
的
統
合

の
失
敗
は
す
ぐ
に
は
埋
め
ら

れ
な
い
が
、
移
民
は
ド
イ
ツ

語
を
学
び
ド
イ
ツ
社
会
に
融

合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ド
イ
ツ
社
会
で
生
き
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
法
に
従
う
だ

け
で
な
く
ド
イ
ツ
語
を
習
得

す
べ
き
だ
」
と
説
い
た
。

　

こ
の
首
相
の
発
言
に
つ
い

て
メ
デ
ィ
ア
（D

eutsche 
W
elle

）
は
、
こ
の
夏
か
ら

議
論
が
続
く
移
民
の「
受
入
規
制
派
」

と
「
受
入
寛
容
派
」
の
両
主
張
を
汲

み
な
が
ら
中
立
を
保
と
う
と
す
る
政

治
的
意
図
が
見
え
隠
れ
す
る
と
分
析

し
て
い
る
。

遅
れ
た
移
民
の
統
合
政
策

　

ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
に

労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
ト
ル
コ
な

ど
か
ら
大
量
の
移
民
を
受
け
入
れ
た
。

当
時
、
移
民
労
働
者
は
最
終
的
に
自

国
に
戻
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

予
想
に
反
し
て
大
半
が
ド
イ
ツ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
数
十
年
が
経
過
し
た
。

現
在
ま
で
こ
う
し
た
移
民
の
多
く
が

ド
イ
ツ
社
会
に
融
合
せ
ず
に
閉
鎖
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
教
育

水
準
の
低
さ
や
失
業
率
の
高
さ
な
ど

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
ま
で
「
ド
イ
ツ
は
移
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民
国
家
で
は
な
い
」
と
い
う
認
識
の

も
と
、
移
民
を
一
時
的
な
外
国
人
滞

在
者
と
し
て
扱
い
、
社
会
統
合
政
策

を
ほ
と
ん
ど
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
。

主
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
九
八
年
に

誕
生
し
た
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
の
取

り
組
み
で
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
籍
法

（S
taatsangehörigkeitsrecht

）

改
正
や
二
〇
〇
五
年
の
移
住
法

（Z
uw
anderungsgesetz

）
制
定

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
国
籍

の
取
得
は
、
従
来
か
ら
血
統
主
義
を

原
則
と
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

の
改
正
で
生
地
主
義
の
要
素
を
加
味

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ド
イ
ツ
国
内
で

生
ま
れ
た
移
民
の
子
ど
も
は
ド
イ
ツ

国
籍
を
容
易
に
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
の
移

住
法
で
は
、
移
民
の
社
会
的
統
合
の

促
進
原
則
が
明
記
さ
れ
（
第
四
三
条

第
一
項
）、
ド
イ
ツ
語
、
法
秩
序
、

文
化
、
歴
史
な
ど
を
学
ぶ
「
統
合
講

習
（Integrationskurs

）」
の
導
入

が
定
め
ら
れ
、
徐
々
に
移
民
の
社
会

的
統
合
政
策
に
進
展
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
の
移
民
の
実
態
調
査

に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
移
民
人
口
は

一
五
五
七
万
人
で
、
全
人
口
の
約
二

割
（
一
九
・
〇
％
）
を
占
め
る
。
こ

の
う
ち
半
数
以
上
の
八
三
〇
万
人
は

ド
イ
ツ
国
籍
を
有
し
て
い
る
。
出
身

国
別
に
み
る
と
、
ト
ル
コ
系
が
全
移

民
の
約
一
六
・
一
％
と
最
多
で
、
次

に
イ
タ
リ
ア
系
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
、

ロ
シ
ア
系
と
続
く
。

早
け
れ
ば
二
〇
一
一
年
に
新
制
度

適
用
へ

　

ア
ネ
ッ
テ
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ー
ン

（A
nnette S

chavan

）
教
育
研
究

相
は
、
今
回
の
外
国
教
育
機
関
の
資

格
認
定
手
続
き
の
簡
略
化
に
よ
っ
て
、

新
た
に
約
三
〇
万
人
の
移
民
が
専
門

分
野
で
就
労
可
能
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
現
行
で
は
、
外
国
教
育
機

関
等
で
資
格
を
得
た
者
は
公
式
に
認

定
さ
れ
る
ま
で
試
験
、
実
習
、
面
接

な
ど
一
連
の
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
数
年
か

か
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
早
け

れ
ば
二
〇
一
一
年
か
ら
適
用
さ
れ
る

新
制
度
で
は
、
全
て
の
過
程
を
三
カ

月
以
内
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

　

な
お
ド
イ
ツ
で
は
、
機
械
技
術
者

や
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
熟
練
労
働
者
不
足
が
深
刻
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ナ
ー
・

ブ

リ

ュ

ー

デ

レ
（R

ainer 
B
rüderle

）
経
済
技
術
相
は
、
高
度

技
能
を
有
す
る
外
国
人
労
働
者
を
積

極
的
に
獲
得
す
る
た
め
、
カ
ナ
ダ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
を
参

考
に
ポ
イ
ン
ト
制
（
注
）
を
導
入
す

る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
ト
ー
マ
ス
・
デ
メ
ジ
エ
ー
ル

（T
hom
as de M

aizière

）
内
相
は

現
行
法
で
対
応
可
能
と
の
異
論
を
唱

え
て
お
り
、
政
府
内
で
意
見
調
整
を

図
る
た
め
の
閣
僚
会
議
を
一
一
月
一

八
日
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

〔
注
〕

受
入
手
続
き
の
簡
素
化
や
透
明
化
を
図
る

目
的
で
、
学
歴
、
年
収
、
年
齢
、
資
格
、

適
性
な
ど
の
客
観
的
基
準
を
ポ
イ
ン
ト

化
し
て
合
計
点
が
一
定
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
外
国
人
に
の
み
労
働
を
認
め
る
制

度
。

【
参
考
資
料
】

S
piegel online

（
九
月
一
七
日
付
）、

D
eutsche W

elle

（
八
月
二
四
日
、
一

〇
月
一
八
日
付
）、T

im
e.com

（
一
〇
月

二
一
日
付
）、
Ａ
Ｆ
Ｐ
（
一
〇
月
二
五
日

付

）、International M
igration 

O
utlook:S

O
P
E
M
I

二
〇
一
〇

（
国
際
研
究
部
）

フ
ラ
ン
ス

公
的
年
金
制
度
改
革
法
が
成

立
―
抗
議
行
動
は
沈
静
化
へ

　

国
民
議
会
（
下
院
）
で
可
決
さ
れ

た
後
、
元
老
院
（
上
院
）
で
も
可
決

さ
れ
、
一
部
修
正
さ
れ
た
た
め
再
び

下
院
で
調
整
さ
れ
て
い
た
公
的
年
金

制
度
改
革
法
が
一
〇
月
二
七
日
、
賛

成
三
三
六
反
対
二
三
三
で
最
終
的
に

可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
フ
ラ

ン
ス
全
土
を
議
論
の
渦
に
巻
き
込
ん

だ
混
乱
劇
に
一
応
の
終
止
符
が
打
た

れ
た
。
一
部
労
組
は
抗
議
行
動
の
継

続
を
呼
び
か
け
て
お
り
混
乱
は
し
ば

ら
く
続
く
可
能
性
も
あ
る
が
、
法
案

の
成
立
を
も
っ
て
事
態
は
収
束
に
向

か
う
と
す
る
見
方
が
強
い
。

主
要
交
通
機
関
の
乱
れ
、
石
油
供

給
不
足
で
市
民
生
活
が
混
乱

　

法
案
が
上
院
で
審
議
入
り
し
た
九

月
以
降
、
労
組
を
中
心
と
し
た
抗
議

行
動
は
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
行
わ
れ
た
。

上
院
で
の
審
議
が
大
詰
め
を

迎
え
る
に
従
い
、
法
案
へ
の

抗
議
行
動
は
激
し
さ
を
増
し

た
。
元
老
院
（
上
院
）
は
一

〇
月
一
一
日
、
改
革
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
年
金
の
全
額
受

給
資
格
年
齢
を
六
五
歳
か
ら

六
七
歳
に
引
き
上
げ
る
案
を

賛
成
多
数
で
承
認
。
こ
れ
で

サ
ル
コ
ジ
大
統
領
が
め
ざ
す

年
金
制
度
改
革
は
一
歩
前
進

し
た
が
、
法
案
全
体
に
つ
い

て
は
改
め
て
採
決
に
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
抗
議
行
動

は
翌
一
二
日
、
国
鉄
な
ど
公

共
交
通
機
関
労
組
も
参
加
し
て
行
わ

れ
、
長
距
離
線
や
近
郊
路
線
の
列
車

の
一
部
が
運
休
と
な
っ
た
ほ
か
、
都

市
地
下
鉄
、
路
線
バ
ス
な
ど
も
減
便
、

航
空
便
も
一
部
欠
航
す
る
な
ど
市
民

生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
で
た
。
さ

ら
に
主
要
石
油
港
の
港
湾
労
働
者
ら

も
ス
ト
に
参
加
し
、
製
油
所
の
操
業

水
準
低
下
で
燃
料
供
給
に
も
影
響
が

出
始
め
た
。
ま
た
、
一
二
日
の
デ
モ

に
は
高
校
生
が
参
加
し
た
こ
と
に
よ

り
波
紋
が
広
が
っ
た
。
高
校
生
ら
は

「
高
齢
者
に
早
期
退
職
を
、
若
者
に

就
業
を
」
と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
、
年
金
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
は

若
年
失
業
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
る
と

主
張
。
デ
モ
は
続
く
一
八
日
に
も
行

わ
れ
、
高
校
生
ら
若
者
の
一
部
の
抗

議
行
動
が
過
激
化
し
治
安
部
隊
と
の

衝
突
も
発
生
し
た
。

　

そ
の
後
も
国
鉄
の
一
部
が
依
然
と

し
て
運
休
す
る
な
ど
交
通
関
連
労
組

の
ス
ト
が
続
い
た
ほ
か
、
石
油
、
電

力
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
労
組
の
ス

ト
は
市
民
生
活
に
深
刻
な
被
害
を
及

ぼ
し
始
め
た
。
製
油
所
や
石
油
貯
蔵

施
設
の
ス
ト
は
燃
料
供
給
不
足
を
招

き
、
一
部
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が

営
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど

混
乱
が
広
が
っ
た
。

公
務
部
門
の
デ
モ
参
加
率
も
上
昇

　

政
府
に
よ
る
と
デ
モ
へ
の
参
加
率

は
、国
家
公
務
員
で
二
六
・
八
％
（
教

育
関
連
で
は
二
八
・
二
％
）、
地
方

自
治
体
で
は
一
五
・
四
％
、
病
院
な

ど
医
療
関
連
で
は
一
七
％
に
達
し
た
。

二
〇
〇
三
年
度
の
最
高
参
加
率
に
及

ば
な
い
も
の
の
、
国
家
公
務
員
（
七

ポ
イ
ン
ト
増
）
と
病
院
職
員
（
五
ポ

イ
ン
ト
増
）
に
関
し
て
は
六
月
二
四

日
（
年
金
制
度
改
革
案
発
表
時
）
の

デ
モ
の
規
模
を
超
え
た
。
地
方
自
治

体
の
デ
モ
参
加
率
は
ほ
ぼ
安
定
し
て
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い
る
。
ま
た
、郵
便
関
連
で
は
二
四
・

七
％
の
職
員
が
デ
モ
に
参
加
し
た

（
六
月
時
二
三
・
一
％
）。
こ
の
ほ

か
の
参
加
率
は
フ
ラ
ン
ス
テ
レ
コ
ム

社
で
三
四
・
〇
四
％（
同
三
二
・
三
％
）、

雇
用
局
で
一
六
・
九
％
（
同
一
二
・

三
％
）、フ
ラ
ン
ス
電
力
（
Ｅ
Ｄ
Ｆ
）

で
二
一
・
三
％
（
同
一
五
・
九
％
）、

フ
ラ
ン
ス
国
有
鉄
道
（
Ｓ
Ｎ
Ｃ
Ｆ
）

で
四
二
・
九
％
（
同
三
九
・
八
％
）、

パ
リ
交
通
公
団
（
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｐ
）
で
は

二
二
％
（
同
一
八
％
）
と
な
っ
て
お

り
、
軒
並
み
参
加
率
が
上
昇
し
た
。

社
会
党
が
憲
法
院
に
訴
え
る
可
能

性
も

　

二
七
日
に
成
立
し
た
同
法
案
は
、

今
後
憲
法
会
議
に
よ
る
違
憲
審
査
が

終
了
す
れ
ば
発
効
の
運
び
と
な
る
。

成
立
の
翌
二
八
日
、
組
合
に
よ
れ
ば

二
〇
〇
万
人
が
、
警
察
に
よ
れ
ば
五

六
万
人
が
全
国
で
デ
モ
に
参
加
し
た
。

パ
リ
で
は
一
七
万
人（
Ｃ
Ｇ
Ｔ
発
表
）

が
参
加
し
た
が
、
一
〇
月
一
九
日
の

三
三
万
人
に
比
べ
て
参
加
者
の
人
数

は
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
な
お
一
部

の
組
合
は
抗
議
運
動
の
継
続
を
呼
び

か
け
て
い
る
が
、
法
案
が
可
決
さ
れ

て
し
ま
っ
た
今
、
デ
モ
の
参
加
者
た

ち
の
ト
ー
ン
は
明
ら
か
に
ダ
ウ
ン
し

て
い
る
。そ
ん
な
中
、社
会
党
の
ジ
ャ

ン
＝
マ
ル
ク
・
エ
ロ
ー
氏
は
一
〇
月

二
六
日
、
改
革
法
案
に
関
し
て
憲
法

院
に
訴
え
出
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
社
会
党
が
憲
法
院

に
訴
え
る
手
段
に
出
た
こ
と
に
よ
り
、

大
統
領
府
が
一
一
月
一
五
日
に
予
定

し
て
い
た
法
律
の
発
効
が
遅
れ
る
恐

れ
も
出
て
き
た
。
社
会
学
者
の
リ
リ

ア
ン
・
マ
チ
ュ
ー
氏
は
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
、「
抗
議
行
動
は
ゲ
リ
ラ

的
で
局
部
的
な
も
の
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
た
だ
し
今
回
、
政
府
が
誰

も
十
分
に
説
得
し
な
い
ま
ま
法
案
を

強
引
に
可
決
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
政
治
レ
ベ
ル
で
も
新
た
な
問
題

と
し
て
提
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述

べ
て
い
る
。

【
参
考
】

海
外
委
託
調
査
員
、L

es E
chos

紙

（
国
際
研
究
部
）

イ
ギ
リ
ス

よ
り
多
く
の
一
人
親
に
求
職

を
義
務
化

　

雇
用
年
金
省
は
一
〇
月
二
五
日
、

一
人
親
に
対
す
る
所
得
補
助
の
支
給

要
件
で
あ
る
子
供
の
年
齢
を
一
〇
歳

未
満
か
ら
七
歳
未
満
に
引
き
下
げ
た
。

前
労
働
党
政
権
が
実
施
を
決
め
て
い

た
も
の
で
、
約
一
二
万
人
が
影
響
を

受
け
る
と
み
ら
れ
る
。

　

対
象
者
が
就
業
可
能
な
場
合
は
、

求
職
活
動
が
義
務
付
け
ら
れ
る
求
職

者
手
当
に
、
ま
た
健
康
状
態
の
問
題

か
ら
就
業
が
難
し
い
場
合
は
、
雇
用

生
活
補
助
手
当
に
移
行
す
る
こ
と
に

な
る
。
求
職
者
手
当
に
移
行
し
た
受

給
者
に
対
し
て
は
、
職
業
訓
練
や
求

職
の
た
め
の
支
援
や
金
銭
的
補
助
、

一
人
親
向
け
の
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
育
児
や
短
時
間
就
業
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
が
提
供
さ
れ
る
。
ま
た
、

子
供
が
一
二
歳
未
満
の
場
合
は
、
子

供
が
学
校
に
居
る
時
間
だ
け
働
く
こ

と
が
で
き
る
仕
事
に
求
職
内
容
を
限

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
育
児

上
の
責
任
が
配
慮
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

子
供
が
重
い
障
害
を
持
っ
て
い
る
、

あ
る
い
は
介
護
者
手
当
を
受
給
し
て

い
る
な
ど
の
場
合
は
、
引
き
続
き
所

得
補
助
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

政
府
は
六
月
に
発
表
し
た
二
〇
一

〇
年
度
予
算
の
中
で
、
来
年
一
〇
月

に
は
さ
ら
に
五
歳
未
満
へ
の
引
き
下

げ
を
実
施
す
る
方
針
を
示
し
た
。
七

万
五
〇
〇
〇
人
が
新
た
に
影
響
を
受

け
る
と
み
ら
れ
、
一
四
年
度
ま
で
の

合
計
で
三
億
八
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の

歳
出
削
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
政

府
が
目
的
に
掲
げ
て
い
る
の
は
、
貧

困
児
童
の
削
減
だ
。
雇
用
年
金
省
に

よ
れ
ば
、
就
業
し
て
い
な
い
一
人
親

の
貧
困
率
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
就

業
し
て
い
る
場
合
よ
り
二
・
五
倍
以

上
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
就
業
し
て
い
る

場
合
よ
り
四
倍
高
い
と
い
う
。

（
国
際
研
究
部
）

中
国

工
会
の
組
織
人
員
数
が
二
億

二
六
〇
〇
万
人
に

　

二
〇
〇
九
年
末
時
点
で
工
会
（
労

働
組
合
）
の
組
織
人
員
数
が
二
億
二

六
〇
〇
万
人
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
組
織
人
員
数
は

六
年
連
続
で
平
均
一
〇
〇
〇
万
人
以

上
増
加
し
て
い
る
。

　

中
華
全
国
総
工
会
の
基
層
組
織
建

設
業
務
会
議
（
八
月
三
〇
日
開
催
）

に
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
九
年
末
時
点
で
、
全
国
工
会

に
加
盟
す
る
基
層
組
織
数
は
一
八

四
・
五
万
に
達
し
、
カ
バ
ー
す
る
法

人
組
織
の
数
は
三
九
五
・
九
万
、
会

員
総
数
は
二
億
二
六
〇
〇
万
人
に
達

し
た
。
基
層
組
織
建
設
部
の
郭
穏
才

部
長
は
、「
二
〇
〇
九
年
末
の
時
点
で
、

労
組
設
置
率
は
八
七
％
に
達
し
て
い

る
。
ま
た
、
民
間
の
中
小
企
業
の
労

働
組
合
連
合
会
が
全
国
に
六
万
九
〇

四
一
あ
り
、
そ
の
う
ち
九
一
二
九
は

二
〇
〇
九
年
に
新
た
に
で
き
た
連
合

会
で
、
小
企
業
の
労
働
組
合
約
九
万

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
年
間
の
新
規

労
組
設
置
数
の
六
四
％
が
こ
う
し
た

小
企
業
の
労
働
組
合
で
あ
り
、
毎
年

一
〇
〇
〇
万
人
近
い
労
働
者
を
吸
収

し
て
お
り
、
年
間
増
加
数
の
七
一
％

に
相
当
す
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
・
業
界
別
連
合
会
は

全
国
に
約
一
〇
万
七
〇
〇
〇
で
き
て

お
り
、
専
従
組
合
員
は
一
万
八
七
六

七
人
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
大

部
分
の
郷
鎮
に
も
そ
れ
ぞ
れ
労
組
組

織
が
あ
り
、
村
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま

で
影
響
力
を
伸
ば
し
て
い
る
。
中
華

全
国
総
工
会
の
王
玉
普
副
主
席
は
、

二
〇
一
二
年
ま
で
に
全
国
の
企
業
の

九
〇
％
以
上
で
工
会
が
設
立
さ
れ
、

従
業
員
の
加
入
率
は
九
二
％
以
上
に

達
す
る
と
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し

た
。
今
後
二
年
で
目
標
を
ほ
ぼ
達
成

す
る
と
し
て
い
る
。

【
資
料
出
所
】

海
外
委
託
調
査
員
、『
中
国
労
働
保
障
報
』

（
二
〇
一
〇
年
八
月
三
一
日
）

（
国
際
研
究
部
）


